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ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

6
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
と
は
、
お
腹
に
い
く
つ
か
の

小
さ
な
切
開
部
を
作
り
、
カ
メ
ラ
・
鉗
子
・
メ
ス
な

ど
の
器
具
を
中
に
入
れ
て
、
医
師
の
操
作
に
従
っ
て

行
う
手
術
で
す
。

当
院
で
は
、
２
０
２
１
年
12
月
に
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ｄ
ａ 

Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
） 

Ｘ
ｉ
」
を

導
入
し
、
高
度
で
先
進
的
な
手
術
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
り
、
医
師
は
鮮
明
な
画

像
を
見
な
が
ら
、
人
間
の
手
首
よ
り
は
る
か
に
大

き
な
可
動
域
と
手
振
れ
補
正
機
能
に
よ
り
、
精
密

な
手
術
を
行

う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
完

全
に
医
師
の

操
作
に
よ
っ

て

実

施

さ

れ
、
医
師
を

サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
ロ
ボ
ッ

ト
の
役
割
で

す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

●
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い…

数
カ
所
の
小
さ
な

切
開
部
か
ら
手
術
を
行
う
た
め
、
傷
が
小
さ
く

出
血
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
手
術
後
の
回
復
が
早

く
、
患
者
さ
ま
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
鮮
明
な
３
Ｄ
画
像…

高
画
質
で
立
体
的
な
３
Ｄ

Ｈ
Ｄ
画
像
を
見
な
が
ら
手
術
が
で
き
、
医
師
の

手
の
動
き
と
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
器
具
の
先
端

が
連
動
し
た
動
き
に
な
り
ま
す
。

●
精
密
な
動
き
を
再
現…

医
師
の
手
の
動
き
を
、

よ
り
細
か
く
精
密
な
動
き
に
変
換
し
ま
す
。

●
実
績
の
あ
る
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術…

ダ

ヴ
ィ
ン
チ
手
術
は
、
認
定
資
格
を
取
得
し
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。

「da Vinci Xi」



高
齢
化
に
伴
い
、
患
者
数
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
「前
立
腺
が
ん
」で
す
。

２
０
１
９
年
の
統
計
で
は
、
男
性
が
発
症
す
る
が
ん
の
部
位
別
罹
患
数
で
第
１
位
で
あ

り
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
、
社
会
医
療
法
人
大
雄
会　

泌
尿
器
科
の
髙
木
公
暁

医
師
が
解
説
し
ま
す
。

前
立
腺
は
男
性
に
あ
る
生
殖
器
官
の
一
つ
で
、

膀
胱
の
下
に
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
15
～
17 
ml
程

度
で
、
ク
ル
ミ
様
の
形
・
大
き
さ
で
す
。
男
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
を
受
け
、
加
齢
と
と
も
に
増
大
し
ま

す
。
主
な
機
能
は
、
精
液
の
一
部
と
な
る
前
立
腺

液
を
分
泌
し
、
そ
の
働
き
を
助
け
る
こ
と
で
す
。

前
立
腺
に
発
生
す
る
が
ん
が
前
立
腺
が
ん
で
す
。

前
立
腺
が
ん
の
進
行
度
に
は
、
限
局
が
ん
、
局

所
浸
潤
・
周
囲
臓
器
浸
潤
が
ん
、
転
移
が
ん
が
あ

り
ま
す
。
治
療
方
法
に
は
、
手
術
療
法
、
放
射
線

療
法
、
薬
物
療
法
の
３
つ
が
あ
り
、
が
ん
の
進
行
度

に
応
じ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

前
立
腺
が
ん
の
特
徴
と
し
て
、

●
50
歳
代
以
降
に
多
い
病
気
で
あ
る

●
死
亡
す
る
人
の
割
合
は
、
そ
の
他
の
が
ん
と
比
べ

て
あ
ま
り
高
く
な
い

●
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
薬
物

療
法
（
ホ
ル
モ
ン
療
法
）
が
効
き
や
す
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

症
状
は
主
に
三
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
第
一

段
階
（
初
期
）
で
は
、
自
覚
症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。

第
二
段
階
（
中
期
）
で
は
、
前
立
腺
が
ん
が
尿
道
を

圧
迫
し
、
排
尿
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
第
三
段
階

（
進
行
期
）
で
は
、
血
尿
や
尿
閉
お
よ
び
骨
転
移
に

伴
う
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

自
覚
症
状
を
手
が
か
り
に
し
よ
う
と
す
る
と
、

早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

症
状
が
な
く
て
も
採
血
に
よ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

前
立
腺
が
ん
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
前
立
腺
が
ん
を

発
見
す
る
た
め
の
血
液
検
査
）
で
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク

が
可
能
で
す
。
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
く
な

い
、
治
療
を
受
け
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
た
め
ら
う
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
有
効
な
予
防
手
段
も
確
立
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
は
、
早
期
発
見
が
極
め
て
大
切
で
す
。

が
ん
が
前
立
腺
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
段
階
で
発

見
で
き
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
根
本
か
ら
完
全
に

治
す
こ
と
が
可
能
で
、
治
療
の
選
択
肢
が
広
が
り

ま
す
。

Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
４．１
（
ｎｇ
／
ｍｌ
）
以
上
の
場
合
や
、
直

腸
診
で
前
立
腺
が
ん
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
け

れ
ば
、
経
直
腸
エ
コ
ー
、
ま
た
は
生
検
針
で
前
立
腺

の
組
織
を
一
部
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
が
ん
細
胞
の

有
無
を
調
べ
る
検
査
を
勧
め
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
の
広
が
り
や
転
移
の
有
無
は
、
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
の
検
査
で
画

像
診
断
を
行
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん

に
つ
い
て

前
立
腺
が
ん

に
つ
い
て

前
立
腺
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

1

前
立
腺
が
ん
の
主
な
特
徴
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

2

前
立
腺
が
ん
は
早
め
の
検
査
が

大
切
と
聞
き
ま
し
た
が…

3

前
立
腺
が
ん
の
進
行
と

治
療
法
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

4

 

当
院
で
は
、
症
状
に
合
わ
せ
て
左
記
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

大
雄
会
で
は
ど
ん
な
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

5

限局がん

手術療法または放射線療法

がんが前立腺内にとどまっている状態です。

限局がんでは、手術療法または放射線療法から治

療法を選択することになります。

リンパ節や骨、他の臓器などにがんを認める状態で

す。転移がんの場合は、全身治療が必要なため標準

的な治療は薬物療法となります。

薬物療法

転移がん

がんが前立腺を覆う皮膜を破ったり、精のうや膀胱頸

部などの周囲の組織まで広がっている状態です。この

場合は、放射線療法と薬物療法の併用が標準的な

治療法とされています。

放射線療法と薬物療法

局所浸潤・周囲臓器浸潤がん

●
手
術
療
法…

従
来
の
開
腹
手
術
、
内
視
鏡
手

術
の
ほ
か
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
手
術
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
放
射
線
療
法…

放
射
線
に
よ
る
三
次
元
照

射
、
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
で
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来
で
治
療
が
で
き

る
た
め
、
日
常
生
活
を
続
け
な
が
ら
治
療
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
薬
物
療
法…

内
服
・
注
射
薬
に
よ
る
治
療
で
、

外
来
で
行
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
の
他
に
、
抗

が
ん
剤
療
法
、
分
子
標
的
薬
な
ど
、
様
々
な
薬

か
ら
治
療
が
選
択
で
き
ま
す
。

 

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
治
療
は
日
々
進
歩
し
て

お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や
新
薬
な
ど
、
新
し
い
治
療

法
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
仮
に
が
ん
と
診
断
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
一
人
で
は
悩
ま
ず
、

家
族
の
方
や
医
療
機
関
と
相
談
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
考
え
自
分
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

前立腺MRI画像

前立腺 がんである可能性がある部分 前立腺は、膀胱のすぐ下に尿道を取り囲む

ように位置しています
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大
切
と
聞
き
ま
し
た
が…

3

前
立
腺
が
ん
の
進
行
と

治
療
法
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

4

 

当
院
で
は
、
症
状
に
合
わ
せ
て
左
記
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

大
雄
会
で
は
ど
ん
な
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

5

限局がん

手術療法または放射線療法

がんが前立腺内にとどまっている状態です。

限局がんでは、手術療法または放射線療法から治

療法を選択することになります。

リンパ節や骨、他の臓器などにがんを認める状態で

す。転移がんの場合は、全身治療が必要なため標準

的な治療は薬物療法となります。

薬物療法

転移がん

がんが前立腺を覆う皮膜を破ったり、精のうや膀胱頸

部などの周囲の組織まで広がっている状態です。この

場合は、放射線療法と薬物療法の併用が標準的な

治療法とされています。

放射線療法と薬物療法

局所浸潤・周囲臓器浸潤がん

●
手
術
療
法…

従
来
の
開
腹
手
術
、
内
視
鏡
手

術
の
ほ
か
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
手
術
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
放
射
線
療
法…

放
射
線
に
よ
る
三
次
元
照

射
、
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
で
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来
で
治
療
が
で
き

る
た
め
、
日
常
生
活
を
続
け
な
が
ら
治
療
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
薬
物
療
法…

内
服
・
注
射
薬
に
よ
る
治
療
で
、

外
来
で
行
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
の
他
に
、
抗

が
ん
剤
療
法
、
分
子
標
的
薬
な
ど
、
様
々
な
薬

か
ら
治
療
が
選
択
で
き
ま
す
。

 

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
治
療
は
日
々
進
歩
し
て

お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や
新
薬
な
ど
、
新
し
い
治
療

法
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
仮
に
が
ん
と
診
断
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
一
人
で
は
悩
ま
ず
、

家
族
の
方
や
医
療
機
関
と
相
談
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
考
え
自
分
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

前立腺MRI画像

前立腺 がんである可能性がある部分 前立腺は、膀胱のすぐ下に尿道を取り囲む

ように位置しています

精巣

尿道

精のう

直腸

前立腺

膀胱

膀胱

精のう

がん

前立腺

尿道

骨盤
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髙木　公暁
た か ぎ き み あ き

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

6
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
と
は
、
お
腹
に
い
く
つ
か
の

小
さ
な
切
開
部
を
作
り
、
カ
メ
ラ
・
鉗
子
・
メ
ス
な

ど
の
器
具
を
中
に
入
れ
て
、
医
師
の
操
作
に
従
っ
て

行
う
手
術
で
す
。

当
院
で
は
、
２
０
２
１
年
12
月
に
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ｄ
ａ 

Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
） 

Ｘ
ｉ
」
を

導
入
し
、
高
度
で
先
進
的
な
手
術
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
り
、
医
師
は
鮮
明
な
画

像
を
見
な
が
ら
、
人
間
の
手
首
よ
り
は
る
か
に
大

き
な
可
動
域
と
手
振
れ
補
正
機
能
に
よ
り
、
精
密

な
手
術
を
行

う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
完

全
に
医
師
の

操
作
に
よ
っ

て

実

施

さ

れ
、
医
師
を

サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
ロ
ボ
ッ

ト
の
役
割
で

す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

●
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い…

数
カ
所
の
小
さ
な

切
開
部
か
ら
手
術
を
行
う
た
め
、
傷
が
小
さ
く

出
血
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
手
術
後
の
回
復
が
早

く
、
患
者
さ
ま
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
鮮
明
な
３
Ｄ
画
像…

高
画
質
で
立
体
的
な
３
Ｄ

Ｈ
Ｄ
画
像
を
見
な
が
ら
手
術
が
で
き
、
医
師
の

手
の
動
き
と
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
器
具
の
先
端

が
連
動
し
た
動
き
に
な
り
ま
す
。

●
精
密
な
動
き
を
再
現…

医
師
の
手
の
動
き
を
、

よ
り
細
か
く
精
密
な
動
き
に
変
換
し
ま
す
。

●
実
績
の
あ
る
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術…

ダ

ヴ
ィ
ン
チ
手
術
は
、
認
定
資
格
を
取
得
し
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。

「da Vinci Xi」




